
  
 

ミ
シ
ョ
ン
氏
は
現
在
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レー

大
学（

フ
ラ
ン
ス）

上
級
准
教
授。
パ
ス
カ
ル
な
ら
び
に
ポー

ル
・
ロ
ワ
ヤ
ル
派

に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
神
学
・
哲
学
と
文
学
の
結
節
点
を
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ル
に
つ
い
て
は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
至

る
霊
性
史
の
流
れ
に
お
け
る
そ
の
独
自
性
を
そ
れ
ぞ
れ
解
明
す
る
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
気
鋭
の
研
究
者
。
代
表
作
に『

心

情
の
秩
序—

—

パ
ス
カ
ル『

パ
ン
セ』

に
お
け
る
哲
学
、
神
学
、
そ
し
て
神
秘
主
義』

（

一
九
九
六
年
、H

onoré  
C
ham

pion

社）

、

『

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ル—

—

新
し
い
神
秘
主
義』

（

二
〇
〇
八
年、C

erf

社）

が
あ
る（

い
ず
れ
も
未
邦
訳）

。  

  

二
年
目
を
迎
え
た
科
研
費
基
盤
Ｂ
研
究
課
題「

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
ま
で
の〈

メ
デ
ィ
タ
チ
オ〉

に
関
す
る
国
際
恊
働
に
よ

る
哲
学
史
的
総
合
研
究」

（

研
究
代
表
者
・
谷
川
多
佳
子）

の
一
環
と
し
て
、
日
本
で
は
ま
だ
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
サ
ル
の
代
表

作『

信
心
生
活
入�
門』

（

一
六
〇
八
年）

を
中
心
に
、
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
多
く
の
知
識
人
の
関
心
を
集
め
た「

空
し
さ」

と
い

う
主
題
に
つ
い
て
縦
横
無
尽
に
講
演
頂
く。
初
来
日。  

  

講
演
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
逐
次
通
訳
が
つ
く
予
定
。
ま
た
、
日
本
語
訳
を
配
布
予
定
。
事
前
予
約
不
要
か
つ
無

料
に
て
来
聴
歓
迎。
お
問
い
合
わ
せ
は、
山
上
浩
嗣
ま
で
電
子
メー

ル（
y
a
m
a
j
o
@
l
e
t
.
o
s
a
k
a
-
u
.
a
c
.
j
p
）

に
て。  

大
阪
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科 

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
室 

主
催  

筑
波
大
学
大
学
院  

人
文
社
会
科
学
研
究
科  

哲
学
・
思
想
専
攻    

＋  

パ
ス
カ
ル
研
究
会  

共
催　

  

エ
レ

ー

ヌ
・
ミ
シ
ョ
ン
学
術
講
演
会 

聖
書
に
お
け
る「

空
し
さ」

の
テー

マ 
お
よ
び
後
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
そ
の
変
奏  

　
　

司
会
・
通
訳　

  

山
上
浩
嗣

（

大
阪
大
学
教
授）

  

　
　

日
時　

      

二
〇
一
七
年 
二
月
一
七
日（

金）
    

一
五
時
か
ら
一
七
時
半
ま
で  

　
　

場
所　

    

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス　

文
学
部
本
館　

中
庭
会
議
室　
　

  

　
　
　

      

日
本
学
術
振
興
会　

科
学
研
究
費
補
助
金
︵
研
究
課
題
番
号
11
55
HH
00
33
11
55
00
︶  

助
成  

	
	



